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第２５２回  エフエム栃木放送番組審議会   議事録 

 

 

１  開催年月日    令和元年１０月７日（月）  １１：００～１２：００ 

 

 

２  開催場所   宇都宮グランドホテル  

 

 

３  委員の出席    委員総数 ６人 

出席委員数  ６人 

 

（１）  出席委員の氏名   片山 貴之 （委員長）  

小笠原 伸 （副委員長） 

君島 理恵 

青木 敬信 

篠田 裕次 

    新井 啓泰 

  

（２）  放送事業者側出席者  佐藤 望（放送部長）  

               高賀茂 沙緒里（放送部）  

 

 

 

４ 議題 （１）番組の試聴及び意見交換  

（２）その他  

（３）次回開催日程について  

 

 

５ 議事の概要 

 

（１）番組の試聴及び意見交換  

９月２８日（土）に放送した番組「TOCHGI WOMEN VOL.2」について、 

試聴と意見交換をおこなった。  

 

事業者： 

 女性活躍促進にまつわるニュースが日々アップデートされ、女性の生き方も多様化しています。  

女性の人生にはさまざまな分岐点があります。「仕事か結婚か」「キャリアか出産か」。過去、女性は  

二者択一を迫られる時代がありましたが、今はプライベートを大切にしながら仕事も継続できる時代

となり、それぞれのライフスタイルに合わせて自由に、働き方や生活を選択できるようになってきまし

た。レディオベリーリスナーは男性リスナーが多いこともあり、女性をターゲットにした番組を制作し、 

女性リスナーの掘り起こしをしていきたいと考えました。  
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【  番  組  の  試  聴  】  

 

委員：女性のライフスタイルに合わせて、働き方や生活が選択できるようになってきた時代。  

   そういった女性の生き方を、ラジオを通して伝えていきたいという企画のコンセプトは良い。  

 

委員：こういったインタビュー番組は人選が重要。人選が番組の魅力アップにつながるカギになる。 

 

委員：ゲストの深澤さんが経営する会社がどういった会社なのか、何をやっているのか、  

途中まで聴かないとわからなかった。最初に紹介を入れたほうがわかりやすい。  

 

委員：深澤さんが社長になった経緯をサラっと話していたが、そういった点をもう少し  

掘り下げてほしかった。聴き方の工夫をすれば良いのではないか。  

 

委員：なぜこの人を選んだのか、どういうところに着目して連れてきたのか気になった。  

    何かしら魅力にスポットを当ててあげないと、わかりにくい。  

 

委員：聴いている人が出演者に興味を持てるような紹介をしてほしい。  

 

委員：ゲストがみんな子育てや仕事の話をすると、言うことが同じになってしまい、飽きられてしまう。  

   その人の特徴や個性を全面に出していくなど、その点を工夫すると良い。  

 

委員：子育てや仕事の両立・家族との関わりの部分は、聴き方がよかった。  

   自分は男性だが、「なるほど」と思った。  

 

委員：自分はゲストと同じ世代で共感が持てたが、この世代のキャリアなどを聴いていくことに、                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                         

   他の世代や男性にとって抵抗はないのか気になった。  

 

委員：子育て・仕事を頑張る女性のエピソードに元気をもらえる人はたくさんいる。  

   ただ、放送が土曜の夜の時間帯で、この番組が必要な人が聴くことができるのか気になった。  

 

委員：冒頭での掴みが大事なのに、素朴に始めすぎている。  

   番組が盛り上がってくるまでに時間がかかった。構成の練り直しが必要な気がする。  

 

委員：オープニングで、ゲストの思い入れのある曲が流れたが、唐突だったように感じる。  

 

委員：栃木で頑張っている女性は多い。そんな女性にスポットを当てて、女性リスナーの掘り起こしや、  

新規スポンサーの開拓につなげるというのは良い。  

 

委員：深澤さんは話が上手だが、そこに依存している印象。もう少し掘り込めると思った。  

   事前の準備が必要。今後に期待しつつ、いくつかの調整が必要だと思った。  

 

委員：女性が働き続ける中での社会的な課題などの話をもっと膨らませていくと良いと思う。  

   働くお母さんのサポートというのを全面に出しても良い。  
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委員：様々なジャンルの人を呼び、何を引き出すのか。それぞれテーマを持って話を聴いていくと、  

ここでしか聴くことができない番組になるのではないか。  

 

委員：できればレギュラーになって、多くの人に話を聴いていってほしい。  

   さらに成長していくことが期待できる番組だと思った。  

 

委員：とても面白い取り組み。社会啓発的な側面を持って番組を制作していくというのは、  

   これから地方局の大きな役割になっていくと感じた。  

 

委員：少子化や人口減少などに直面している今、こういった話題をメディアで流し、リアルな声を  

   届ける。それが社会を変えるきっかけになるので、大変意義のある番組だと思う。  

 

 

（以上）  

 

（２）その他  

なし 

 

（３）次回開催日程について  

次回の開催を１１月１８日（月）とすることについて、全出席委員の了解を得た。  

 

 

６  答申または改善意見に対してとった措置および年月日  

  なし 

 

７  答申または意見の概要を公表した場合、公表の方法および年月日  

（１）放送  １０月２７日（日）午後  ７時５５分の「レディオベリーインフォメーション」内  

（２）書面  本社事務所に備え置き  

（３）インターネット  エフエム栃木ホームページ内  

 

８  その他の参考事項  

なし 


